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　中川学区の皆様方には、

この一年中川社会福祉協議

会にご協力頂きまして、誠

にありがとうございました。

「地域みんなで支え合う」と

言うことを目標に委員 15 名

で気持ちも新たにスタート

させて頂きました。やれる事から少しづつ積み重ねて行こう

と思いながら、いつしか一年が過ぎてしまいました。　その間、

北区社会福祉協議会や原谷地域包括センターの皆様方に何度

か来て頂き、「勉強会」・「福祉マップ作り」・「アンケート調査」

等、いろいろとお手伝いやお世話を頂き、大変ありがたく感

謝している次第です。

　私達素人集団にとりまして、本当にいい勉強をさせていた

だきました。また、委員会も 12 回行い、活発で「地域福祉・

ボランティア・介護・障害者」等、いろいろと話題が多く、

自分の知らない事もたくさん聞かせて頂きました。

　社会福祉協議会は、やれる事はいろいろとたくさんありま

す。幅の広いボランティア活動です。本年度も「みんなで支

え合い、みんなで考える」地域作りに微力ではありますが、

邁進したいと思います。地域の皆様方のご協力を今後ともよ

ろしくお願い申し上げます。

　

　中川社会福祉協議会　会長　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　中田　正信

● ご家族の中で、現在健康に不安を感じておられる方は、いらっしゃいますか？
　　　◎はい・・・58
　① ご家族の中で、現在治療を受けておられる方は、いらっしゃいますか？
　　　◎はい・・・70
　② 通院されている病院・医院をお教えください？　　回答：89
　③ 通院されている方に、お伺いいたします。
　　　通院手段はどのようにされていますか？
　　　　　車：41　　本人運転：26　　家族の送迎：18　　バス：20　　
　　　　　タクシー：4　　その他：1
●要介護状態について、お聞かせください。
　① ご家族の中で、要介護認定を受けておられる方は、いらっしゃいますか？
　　　（1）. はい・・・29
　② 将来、介護に不安はありますか？
　　　（1）. よくある：28　　（2）. 時々ある：44　　（3）. 不安はない：4　
　　　（4）. わからない：18
● 生活上、困っていることや不安なことがありますか？
　　　（1）. はい・・・48
　①「はい」とお答えの方は、あてはまるものすべてに、○をお願いします。
　　　（1）. 病気がち：12　（2）. 通院：14　（3）. 面倒を見てくれる人がいない：1
　　　（4）. 孤独・寂しさ：4　（5）. 緊急連絡先がない：2　（6）. 経済的なこと：8
　　　（7）. 家事：5　（8）. お買物：7　（9）. 食事：4　（10）. 防犯・防災：15
　　　（11）. その他：4
　②日常生活で困っているときに、助けてくれる人はいますか？
　　　（1）. 子供：70　（2）. 配偶者：46　（3）. その他親族：19　　　
　　　（4）. 友人・知人：11　（5）. 近隣の人：18　
　　　（6）. サービス事業所：7　（7）. その他：1　（8）. 特にない：1
　　　

● 委員会：12 回
● 勉強会：2010 年 7月 25 日
　　　　　　　　出席者：自治振興協議会会長　岩井様
　　　　　　　　　　　　グリーンクラブ会長　山本様
　　　　　　　　　　　　はじめ 25 名
　　　　　　　　講　師：北区社会福祉協議会　　
　　　　　　　　　　　　　　事務局次長　大藤　実様
　　　　　　　　　　　　原谷地域包括センター　
　　　　　　　　　　　　　　センター長　古川美佳様
　　　　　　　　　　　　　　社会福祉士　松田市子様
●北区自主防災会参加：9月 4日（土）
● 敬老会記念品：9月 12 日（日）
● アンケート作成：10 月 24 日（日）
● 船岡山スタンダード 2010：11 月 6日（土）
● アンケート：12 月   5 日（日）配布
　　　　　　　 12 月 12 日（日）回収
● 認知症の勉強会への参加
● 北区健康すこやか学級参加
● 広報誌「社会福祉協議会だより」：年 3回発行
● 寝具クリーニング・・・2011 年 3月 31 日（木）

2011 年 4月発行

「中川小学校に、新入生が・・・。」

本年度も、「地域みんなで、支え合う」を合い言葉に。

「一年間の主な取り組み」のご報告「アンケート　1次集計」135世帯配布・127世帯回収　回収率：94％

　平成 23 年 3 月 11 日、午後 2 時 46 分、マグニチュード 9.0 の
東日本大震災が発生し、最大 37.9 メートルにも達する大津波が押
し寄せ、数多くの市町村を押し流し、原子力発電所の事故も同時
に引き起こしました。今だかつて無い数多くの人々が犠牲になり、
お亡くなりになりました。　世界でも希に見る大きな自然災害に、
世界中の人々が驚き、数多くの支援を頂いております。
　大津波で家も家族も失い、何も残っていないとも言われている

中で、「人のつながり」が残っていました。被災された皆様に、
心よりお見舞い申し上げます。
　3月 30 日の中川小学校の離任式の時、教頭先生から来年度入学
する生徒がいなかったもので、入学式自体がなかったのですが、
4 月 6 日に急遽入学式をするという事を聞きました。福島県いわ
き市から、避難されてきて大森に住まわれた生徒さんが、中川小
学校に通学されるとの事。地元の方々、保護者の方々から拍手が
起こっておりました。

　ご協力、本当にありがとうございました。お答えしにくい質問や失礼な質問など、多々あったとは
思いますが、今の中川学区の実情の一部が分かったのではないかと思います。今後は、これをもとに
福祉マップを作り、皆様のご要望などにできるだけお応え出来るように努力してまいります。

　京阪キングドライ様のご協力のもと、3 月 31 日にお
布団の回収をさせて頂き、4 月 1 日に乾燥が終わった布
団をお返しにあがりました。事前の打ち合わせでは、羽
毛布団も OK と言うことでしたが、お返しまでの日時が
かかるとのことで、皆様には大変ご迷惑をお掛けし、申
し訳ありませんでした。
　お出しいただいた皆様の感想は、「本当に、ふわふわ
だ。」・「きれいになり、本当に助かりました。」などといっ
たお言葉をいただきました。
　私達メンバーの中でも、「これだったら私達も出した
いわ。」といった話も出ておりました。今後は、当日お
返しが出来るとのお話しを伺っておりますので、ぜひご
利用ください。


